
平成29年度受賞優良事例と評価のポイント

〇常温常圧下で、外部エネルギーの補給なしに太陽光エネルギーのみで有機物の直接合成を行う自立

型人工光合成は、理想的な技術開発である。

〇太陽光のエネルギーとCO2からギ酸を4.6％の効率で生成することに成功したことは、植物光合成の効

率を超える画期的な成果である。

○低炭素社会へ進むための大きな一歩を示している。

○人工光合成開発の先駆者である同社が長年にわたり改良を重ねてきた成果である。

○開発のポイント、成果などが的確に記述されている。

受賞に至る評価のポイント

① 技術開発・製品化部門
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○AIを活用した省エネ型空調機を開発し、電力消費の大幅削減に成功した意義と実績が評価できる。

〇CO2排出の大きいデータセンターの排出削減に関する制御システムの開発成果が高く評価できる。

○アジア諸国への展開等、日本企業の国際貢献のグッドプラクティスとなることが期待できる。

○同社の長年の技術開発と普及拡大を高く評価する。

○開発の効果、今後の展開などが分かりやすく記述されている。

② 対策技術先進導入部門

受賞に至る評価のポイント

2



○焼却廃棄物の減量と高効率の焼却炉導入でCO2発生量の大幅削減に成功している。

○同社は製品である自動車について温暖化対策を先駆的に進めており、その範となるべく、社内における

廃棄物対策、温暖化対策を実施し、他の企業に対してその好事例を示した。

○長年にわたる継続的な努力と実績が評価できる。

○地球温暖化対策と循環型社会形成の両立の好事例。

③ 対策活動実践・普及部門

受賞に至る評価のポイント
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○歴任校で、地球温暖化防止・省エネルギー等を授業科目に導入・実践し、環境学習を推進してきた。

○授業を受けた生徒達がその知識や体験を発展させ、中学の出前授業や地域住民の環境学習、温暖化

防止活動の普及に貢献した。

○自らの知見・体験を惜しみなく伝え、地球温暖化防止活動推進員と教員としての立場で尽力している。

○各種イベントへの出展や地域との協働活動、検定教科書の執筆など、社会への発信力が高い。

④ 環境教育活動部門

受賞に至る評価のポイント
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○モンゴルの森林火災を契機として活動を開始し、現地の気象条件に適合した植林技術の実践が有効で

あった。

○19年間にわたる活動実績と480万本の植林実績が大きく評価できる。

○現地の国における持続可能な体制確立のため技術指導や人材育成・研究に尽力し、その拠点となる森

林再生センターを設置し、自立体制の確立を支援してきたことが評価できる。

○現地団体の自立を支援しバトンを渡したことは持続可能性の視点から高く評価できる。

○植林活動の具体的内容及びその成果、現地での評価等が簡潔に記述されている。

⑤ 国際貢献部門

受賞に至る評価のポイント
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